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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 5,040 1.6 105 ― 152 ― 164 ―
23年3月期第2四半期 4,960 △12.2 △77 ― △64 ― △102 ―

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 184百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 △100百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 2,635.19 2,615.89
23年3月期第2四半期 △1,635.18 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 6,044 5,017 82.9
23年3月期 6,008 4,831 80.3
（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  5,013百万円 23年3月期  4,827百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年3月期 ― 0.00
24年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,600 3.7 300 41.6 320 33.1 310 63.4 4,955.13



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料３ページ 「２．サマリー情報（その他）に関する事項」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四
半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 62,586 株 23年3月期 62,498 株
② 期末自己株式数 24年3月期2Q 8 株 23年3月期 8 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 62,544 株 23年3月期2Q 62,402 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

売上高 

 当第２四半期連結累計期間（４－９月）の売上高は、前年同期比1.6％増の 百万円となりました。東日本大震

災の経済への影響、当社におきましては特に広告需要への影響が心配されましたが、６月には市況の回復も認められ

る状況となり、微増ではありますが増収の決算とすることができました。 

 広告・課金事業におきましては、広告商品が前年同期を上回る水準で推移するとともに、婚活サイトや電話占いと

いった有料サービスが売上を伸ばしました。また、人気アイドルグループ「AKB48」の公式ファンサイト運営による

収益も増収に貢献いたしました。これらの結果、当報告セグメントの売上高は前年同期比17.6％増の 百万円と

なりました。このほか、前連結会計年度までに事業の整理が完了したため、当第２四半期連結累計期間はクーポン事

業の本格展開に向けた取り組みを強化するなど、成長戦略へと経営の舵を切ることができました。 

 ブロードバンド事業につきましては、これまではNTTの回線サービス「Ｂフレッツ」と当社のプロバイダーサービ

スをセットで販売する料金プランが売上の大半を占めておりましたが、昨年度よりNTT側において当社のプロバイダ

ーサービスを取り扱うサービスが開始されたことに伴い、プロバイダーサービス料金のみが売上に計上される販売が

増加しております。この結果、当報告セグメントの売上高は前年同期比11.8％減の 百万円となりました。 

  

営業利益又は営業損失 

 前第２四半期連結累計期間は 百万円の営業損失を計上しておりましたが、当第２四半期連結累計期間は 百万

円の営業利益となりました。改善幅は 百万円となり、前下半期以降の黒字基調を維持することができました。 

 売上増となる中、売上原価が前年同期比4.9％減少し 百万円となりました。これにより売上総利益は前年同期

比13.3％増の 百万円となりました。売上総利益の増加幅は 百万円となり、この売上総利益の増加が利益改善

に大きく寄与いたしました。 

 一方、販売費及び一般管理費につきましては、前年同期比2.9％増の 百万円となりました。昨年９月の事務所

移転による家賃の削減効果や決済代行手数料の料率見直しによって業務委託費が減少しましたが、人員増強に伴い人

件費が増加しているほか、販売手数料（広告代理店手数料）等が増加しました。 

 セグメント別では、広告・課金事業のセグメント利益（営業利益）は、前年同期比54.1％増の 百万円となりま

した。広告収益が採算性のよい直販を含め、比較的堅調に推移するとともに、有料サービスにおいてはオリジナルサ

ービスが伸びたことが利益増に貢献いたしました。また、子会社の美容院検索サービスの収益性が改善したことも利

益面で寄与いたしました。 

 ブロードバンド事業のセグメント利益は、前年同期比25.7％増の 百万円となりました。安定的な会員増に加

え、昨年から取り組んでいる運営体制や取引条件の見直しが収益性の向上につながりました。 

  

報告セグメントごとの売上高及び営業利益又は営業損失 

（単位：百万円） 

（注）１．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失と調整を行っております。 

２．調整額の主な内容は、事務所家賃及び管理部門に係る費用です。 

３．第１四半期連結会計期間より報告セグメントを変更いたしました。このため各セグメントの売上高及びセ

グメント利益の前第２四半期連結累計期間との比較については、前第２四半期連結累計の数値を当第２四

半期連結累計期間の報告セグメントの区分に組み替えて算出しております。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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前第２四半期 

連結累計期間 

当第２四半期 

連結累計期間 
増減額 

売上高: 

 広告・課金事業  2,267  2,665 ＋398 

 ブロードバンド事業  2,693  2,374 △318 

合計（四半期連結損益計算書計上額）  4,960  5,040 ＋79 

  

セグメント利益（営業利益）: 

 広告・課金事業  201  309 ＋108 

 ブロードバンド事業  111  139 ＋28 

 調整額（管理部門の費用等）  △389  △343 ＋45 

合計（四半期連結損益計算書計上額）  △77  105 ＋182 



四半期純利益 

 当第２四半期連結累計期間は、営業外収益を 百万円計上したほか、昨年の事務所移転に係る敷金及び保証金清算

益 百万円を特別利益として計上しました。これらの結果、四半期純利益は 百万円となりました。前年同期は

百万円の四半期純損失でした。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末から63百万円増加し2,020百万円となり

ました。収益性の回復に伴い、営業活動による収入が前年同期に比べ85百万円増加し、109百万円となりました。当

第２四半期連結累計期間（４－９月）におけるキャッシュ・フローの状況は次のとおりです。 

  

 営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、当第２四半期連結累計期間で、前年同期比85百万円増の109

百万円の収入となりました。当第２四半期連結累計期間は、収益性の回復が進み、税金等調整前四半期純損益が前年

同期は損失であったのが利益に転じ、収支は大幅に改善しました。また、売上構成の変化に伴い売上債権が減少し、

これによって102百万円の収入となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、当第２四半期連結累計期間で２百万円の収入となりました。

前年同期は親会社への資金の預け入れ等により1,631百万円の支出でした。当第２四半期連結累計期間は、サーバー

等の購入に23百万円の資金を使用したほか、Webサイトの買収（権利金）やソフトウェアの取得に33百万円の投資を

いたしました。一方、前連結会計年度の本社移転に係る敷金の清算が当年度に完了し、58百万円の収入となりまし

た。 

 財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、当第２四半期連結累計期間で、前年同期比11百万円改善し49

百万円の支出となりました。当第２四半期累計期間における主な内容は、ファイナンス・リース債務の返済によるも

のです。 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、重要な加減算

項目や税額控除項目を考慮して税金費用を算定しております。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

  

48
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２．サマリー情報（その他）に関する事項



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,154,892 1,016,317

売掛金 1,806,988 1,704,204

貯蔵品 1,946 1,576

関係会社預け金 2,302,023 2,504,238

その他 39,370 54,007

貸倒引当金 △16,286 △5,196

流動資産合計 5,288,935 5,275,148

固定資産   

有形固定資産 43,250 57,119

無形固定資産 53,799 97,926

投資その他の資産   

投資有価証券 465,153 534,998

その他 228,250 131,757

貸倒引当金 △70,944 △52,483

投資その他の資産合計 622,459 614,272

固定資産合計 719,508 769,318

資産合計 6,008,444 6,044,467

負債の部   

流動負債   

買掛金 525,073 529,692

リース債務 86,408 46,436

未払法人税等 15,606 13,241

引当金 112,858 50,704

その他 403,195 352,454

流動負債合計 1,143,141 992,529

固定負債   

リース債務 22,067 9,412

繰延税金負債 11,656 25,216

その他 321 43

固定負債合計 34,045 34,672

負債合計 1,177,187 1,027,201

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,233,327 3,233,997

資本剰余金 3,654,208 3,654,878

利益剰余金 △2,072,044 △1,907,227

自己株式 △4,830 △4,830

株主資本合計 4,810,661 4,976,818

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 16,983 36,740

その他の包括利益累計額合計 16,983 36,740

新株予約権 3,612 3,706

純資産合計 4,831,256 5,017,265

負債純資産合計 6,008,444 6,044,467



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 4,960,854 5,040,479

売上原価 3,178,024 3,020,781

売上総利益 1,782,829 2,019,698

販売費及び一般管理費 1,859,854 1,913,905

営業利益又は営業損失（△） △77,024 105,792

営業外収益   

受取利息 6,549 6,847

受取配当金 2,378 2,450

持分法による投資利益 8,785 35,905

その他 3,196 3,066

営業外収益合計 20,911 48,270

営業外費用   

支払利息 2,778 1,227

為替差損 1,614 369

消費税調整額 1,292 －

その他 2,240 165

営業外費用合計 7,926 1,762

経常利益又は経常損失（△） △64,039 152,300

特別利益   

固定資産売却益 60,563 －

敷金及び保証金清算益 － 16,296

その他 9,310 －

特別利益合計 69,874 16,296

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 68,286 －

事務所移転費用引当金繰入額 22,894 －

固定資産除却損 645 729

減損損失 1,482 －

投資有価証券評価損 5,313 －

過年度著作権使用料 6,195 －

特別損失合計 104,817 729

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△98,982 167,867

法人税、住民税及び事業税 3,057 3,050

法人税等合計 3,057 3,050

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△102,039 164,817

四半期純利益又は四半期純損失（△） △102,039 164,817



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△102,039 164,817

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,163 19,756

その他の包括利益合計 1,163 19,756

四半期包括利益 △100,876 184,573

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △100,876 184,573

少数株主に係る四半期包括利益 － －



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△98,982 167,867

減価償却費及びその他の償却費 38,972 34,835

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 68,286 －

株式報酬費用 302 94

貸倒引当金の増減額（△は減少） 346 △11,090

引当金の増減額（△は減少） 4,563 △62,154

受取利息及び受取配当金 △8,928 △9,298

支払利息 2,778 1,227

持分法による投資損益（△は益） △8,785 △35,905

固定資産売却損益（△は益） △60,563 －

敷金及び保証金清算益 － △16,296

固定資産除却損 645 729

減損損失 1,482 －

投資有価証券評価損益（△は益） 5,313 －

売上債権の増減額（△は増加） △34,783 102,783

たな卸資産の増減額（△は増加） 753 370

その他の流動資産の増減額（△は増加） 23,264 △12,919

仕入債務の増減額（△は減少） △2,890 4,618

未払金の増減額（△は減少） 65,550 847

その他の流動負債の増減額（△は減少） 30,855 △57,180

その他 △3,046 －

小計 25,134 108,529

利息及び配当金の受取額 7,544 8,204

利息の支払額 △2,778 △1,227

法人税等の支払額 △6,115 △5,783

営業活動によるキャッシュ・フロー 23,785 109,723

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △10,067 △23,580

無形固定資産の取得による支出 △13,852 △33,607

無形固定資産の売却による収入 118,291 2,100

投資有価証券の取得による支出 △38,734 △623

敷金及び保証金の差入による支出 △82,481 －

敷金及び保証金の回収による収入 － 58,679

関係会社預け金の預入による支出 △1,500,000 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

△105,012 －

その他 50 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,631,806 2,968

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 1,330 1,340

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △61,852 △50,392

財務活動によるキャッシュ・フロー △60,522 △49,052

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,668,544 63,640

現金及び現金同等物の期首残高 3,047,176 1,956,916

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,378,632 2,020,556



該当事項はありません。 

  

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１.セグメント利益の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用 千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１.セグメント利益の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用 千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

第１四半期連結会計期間から、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しております。 

 平成23年４月１日付けで事業の統括体制を参入市場別に改めました。サービス間の連携を高めることで消費

者ニーズに応えていく戦略です。これに伴い報告セグメントの区分を見直すものであります。 

その結果、当連結会計年度より、「広告・課金事業」、「ブロードバンド事業」の２つを報告セグメントと

いたしました。 

「広告・課金事業」は、メディア事業や有料サービスを中心とし、Webユーザーに対し様々な情報やコンテ

ンツを提供する営業活動です。一方、「ブロードバンド事業」は、インターネット利用の基幹的なサービスと

なるプロバイダー事業を営んでおります。 

 前連結会計年度の対応する四半期連結累計期間について、変更後の区分表示により作成した報告セグメント

ごとの売上高及びセグメント利益の金額に関する情報は、「Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月

１日 至平成22年９月30日）」に記載しております。 

  

該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損
益計算書計上
額 

（注）２ 

広告・課金 
事業 

ブロードバンド
事業 

合計 

売上高           

外部顧客への売上高  2,267,694  2,693,159  4,960,854 －  4,960,854

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

－ － － － － 

計  2,267,694  2,693,159  4,960,854 －  4,960,854

セグメント利益  201,066  111,117  312,183  △389,208  △77,024

△389,208 △389,208

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損
益計算書計上
額 

（注）２ 
広告・課金 

事業 
ブロードバンド

事業 
合計 

売上高           

外部顧客への売上高  2,665,962  2,374,516  5,040,479 －  5,040,479

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

－ － － － － 

計  2,665,962  2,374,516  5,040,479 －  5,040,479

セグメント利益  309,916  139,708  449,624  △343,832  105,792

△343,832 △343,832

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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